
我が国の児童福祉行政と保育士養成

―2年制短期大学における保育者養成カリキュラムと学則改定から―

野島正剛

1 はじめに

我が国の法律は日本国憲法が最高法規である.法をピラミッドに例えると,日本国憲法

はその頂点にあり,底辺に近づくにつれてより具体化 される.我が国の児童福祉行政にお

いても, 日本国憲法,児童の権利に関する条約,児童福祉法 といった上位の法の理念を踏

まえ,より下位の法になるにつれて具体化され,行政機関,施設において運用される.描

定保育士養成施設にあっても,関係行政機関の指導の下,法を遵守 した運用を行わなけれ

ばならない.

本稿では我が国の児童福祉行政における保育者養成の現状を整理するとともに,関係行

政機関の指示 と法令を遵守 した指定保育士養成施設の運用例 として,上田女子短期大学の

保育者養成カリキュラムの編成と学則改定を取り上げたい.

2 児童福祉行政

1.児童福祉行政における保育士養成の現状

指定保育士養成施設の指定については,各地方厚生局長が行っている.指定保育士養成

施設の指定,内容を変更するものの うち申請や届出が必要な事項については,施設が所在

する都道府県知事,指定都市及び中核市の長を経由し,各地方厚生局長に申請書あるいは

届出書を提出しなければならない.この地方厚生局は厚生労働省の地方支分部局であり,

全国を7つの地域に分け,それぞれに厚生局を置いている.医療 ･健康 ･福祉などの社会

保障政策を実施する,地域における国の政策実施機関として位置づけられている.

関東信越厚生局管内における指定保育士養成施設は,2006年 4月 1日現在で 146施設

172課程であり,入学定員は 15.855人,総定員は 43.131人となっている(1).これが 2008

年 4月 1日には 159施設 188課程,入学定員 19.062人,総定員 53.349人に増加する予

定である (2).

指定保育士養成施設 としての必須条件 として,｢指定を受けた指定保育士養成施設にお
いては､常に指定基準を始め関係法令や関係通知が遵守されていることが前提条件｣であ

ることが示 された (3).これは平成 16年度に総務省関東管区行政評価局が ｢保健福祉 ･

食品衛生関係養成施設の指導監督に関する行政評価 ･監視｣ として,指定保育士養成施設

を含む各資格の養成施設に対 して実地調査が行われた.その際,教員資格のない者が授業

を行っている,授業時間数が学則や指定基準を満たしていない等の不備が報告された.こ

れを受け,関東信越厚生局では指定基準の適合調査として,自己点検や実地指導調査を行

うほか,管内の指定保育士養成施設の連絡会議を行 うなど,運営の適正化を図っている(4).

2.保育士養成課程

現行の保育士養成課程は,平成 14年 4月 1日から施行 された (5).旧養成課程は平成
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3年～14年までであったことを考えると,現行養成課程は折り返し地点を過ぎた位置にあ

る.現行養成課程が施行されてからも,子どもを取り巻く環境は大きく変化している.こ

の変化に対応するために,平成 21年施行を目指し,保育所保育指針と幼稚園教育要領が

改定された.また,質の高い保育者養成-の期待も日増しに高まってきている.これに応

ずるかのように,保育士養成を取り巻く環境も大きく変化している.

保育士は我が国の児童福祉を具体化させる ｢児童福祉専門職｣である.保育士の養成期

間延長の声もある中で,質の高い保育士養成を行うためには2年制短期大学においてどの

ようなカリキュラム編成を行 う必要があるのか,上田女子短期大学 (以下,本学とする)

幼児教育学科の教務担当教員においても常に検討しているところである.その 1つの結論

として,平成 19年度入学生より適用するカリキュラム (以下,19年度カリキュラムとす

る)を作成し,長野県教育委員会を通じて関東信越厚生局に書類を提出した.(他県の場合,

厚生労働省関連の部署は福祉担当部署となるのが一般的であるが,当時の長野県は県教育

委員会が担当部署であった.)

3 カリキュラム改訂

1.これまでの経緯

本学幼児教育学科における19年度カリキュラム作成時の現行カリキュラムは平成 17年

度及び 18年度年度入学生に適用させたカリキュラム (以下,17年度カリキュラムとする)

である.これは,平成 14年 4月より児童福祉法施行規則第 39条の2第 1項第 3号 ｢指定

保育士養成施設の就業科目及び単位数並びに履修方法｣の施行に伴い新たに定められた｢指

定保育士養成施設指定基準｣の教育課程の実施に伴い作成された平成 14-16年度入学生

用のカリキュラム (以下,14年度カリキュラムとする)を改定したものである.

この 17年度カリキュラムは教務を担当していた菱田隆昭助教授 (当時)が中心となっ

て作成した.本学幼児教育学科においてはコース制を採用しており,カリキュラム改定に

おいても,コース制を踏まえた検討を行っている.このコース制について菱田は 14年度

カリキュラム実施の際,以下のように説明している.

本学幼児教育学科は､得意分野をもった保育者や進路先に応 じた能力をもちあわせた保

育者の養成を目的としながらも､併せて乳幼児の保育に関する基礎的教養の習得を通して､

豊かな人間性の育成をめざしているOその一環として､幼児保育 ･社会福祉 ･スポーツレ

クリエーション ･音楽の4コースを設けている｡各々のコースには､卒業必修科目とは別

にコース必修科目が設置されており､このコース必修科目を大綱化された新保育士養成課

程の選択必修科目にあてることで､特色ある保育士養成を企図した｡(6)

17年度カリキュラムにおいては,｢14年の改定の補完及びスリム化 (コース制の整理)｣

を行っている (7).19年度カリキュラムについては,スリム化された 17年度カリキュラ

ムをベースに,基礎力と応用力を備えた保育者養成を行うための改定を行うこととした.
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2.19年度カリキュラムの検討

19年度カリキュラムの改定にあたり,検討すべき項目を挙げた.以下に記す.

①17年度カリキュラムについて

教養科目

幼稚園教諭免許状の専門科目

保育士資格の専門科目

コース制とその必修科目の位置づけ

カリキュラム全体のバランス

②実習園について

巡回指導時の要望

実習評価票の記載事項

実習日誌-の指導事項

③就職 ･地域について

就職試験の内容と合格との結びつき

地域からの要望

④学生について

学生からの要望

⑤保育者養成制度について

厚生労働省の保育士養成課程の動向

文部科学省の教職課程の動向

⑥その他

以上の各項目について検討を開始する前の打ち合わせにおいて,保育士資格に関わる科

目を中心に検討に入る方針を固めた.これは打ち合わせの段階において,教職課程の科目

については幼稚園教諭の養成に必要な科目は 17年度カリキュラムで網羅していることか

ら,教職課程については科目名称の変更は行わない方針とした.また ｢本学幼児教育学科

は,幼稚園教諭の要請を主たる目的とした学科であり,現行カリキュラムも幼稚園教諭二

種免許状取得を基本にして,本学独自の教養科目並びに選択科目が配置されているのであ

る.｣(8)という基本線を守ることを確認した.その上で,基礎力と応用力を備えた保育

者養成をめざすために,専門科目の変更方針として,①教職課程については変更しない.

②新設科目が必要な場合は保育士養成課程で対応すること.③幼稚園教諭免許状のみの取

得者については卒業単位に選択科目の取得が必要なことから,新設科目を卒業選択科目と

し,学生の将来設計に応じて学生自らが取捨選択できるようにする方針にとした.

また非専門職-の就職を希望する学生や,公立園に就職を希望する学生については,そ

れぞれの方向性に合わせた就職活動に十分な力をつけさせる必要があることから,教養科

目の拡充を行 うこととした.

3.科目内容の検討にあたって

①17年度カリキュラムの検討

教養科目についてはシンプルな科目を配置していたが,上述のように非専門職を希望す
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る学生や公立園に就職を希望する学生が受験する公務員試験-の対策が教務的には十分で

はなかった.本学全体としては公務員試験講座などの就職指導は行ってはいるが,教科と

して継続的に学ぶことで十分な力をつけさせる必要がある.また,幼小あるいは保小のつ

ながりの中で,幼稚園あるいは保育所において数的な内容の基礎を取り扱 うことは必要不

可欠であるが,その内容に関連する科目が 17年度カリキュラムでは十分ではなく,教養

科目において拡充を行うこととした.

コース制については,廃止することとした.これは,幼児保育 ･社会福祉 ･スポーツレ

クリエーション･音楽の4コースのうち,多くの学生が幼児保育コースを選択しているこ

と.コース外の科目を選択したいと申し出る学生が多いこと.コース必修科目の位置づけ

が唆味であること等の理由からである.コース制については,短期大学においては監督官

庁に届け出る必要はなく,短期大学ではコース必修科目について届け出はしていない.こ

れについて,関東信越厚生局の指定施設連絡会議の席上で ｢学則上定められていない必修

科目を設定し,卒業できない事態が発生していると聞くが,これは問題である｣という趣

旨の発言が監督官庁担当者からなされた.そのため,本学においてもコース制の廃止を決

定した.しかし,本学においては ｢音楽コース｣の人気が高く,保育者を志望しないが音

楽を学びたいという理由で入学を希望する学生も多い.本学の音楽教育の水準を高いもの

にしている一方で,保育者志望の学生との保育に対する温度差が生じている.学科会議等

で検討を重ねた結果,①保育者の専門性として,高い音楽の専門性を有したいと希望する

学生のニーズに応える.②コースではなく,音楽に関する科目群を設ける.③科 目群を ｢音

楽コース｣と呼称する.④科目群を学則別表に掲げる.⑤音楽に関する高い専門性を有す

る保育者をめざす学生は,音楽に関する科目群を履修する.以上の方向性を元に,｢音楽コ

ース｣はあくまでも科目群の名称であり,｢幼児教育学科｣の名が示すように保育者を希望
する者を受け入れて専門的な知識を修得させる保育者養成の学科であることが確認された.

②実習園

巡回指導時の要望,実習評価票の記載事項,実習日誌-の指導事項を調査したところ,

学生全体の傾向として国語力が低下しているという指摘が多く見られた.そのため,現行

の ｢国語｣を含めて2年間のすべての学期において国語に関連する科 目を設定することと

した.指導案作成に関して,十分な保育教材の研究が行われていないとの指摘があったこ

とから,17年度カリキュラムで廃止となった ｢保育教材と指導計画の研究｣を復活し 1

年後期に設定することとした.

生活体験の乏しい学生が増えるに伴い,保育者以前に社会人としての必要なマナーを身

につけていない学生や,掃除の仕方もわからない学生がいるとの指摘があったことから,

社会人としてのマナーを身に付けることを目的とした ｢くらしとマナー｣を教養科目1年

後期に設定することとした.

これらの科目は,過度の負担とならないよう必修とはしないものの,興味や関心,将来

計画,自身の実力を考慮し,できるだけ履修するようアナウンスすることとした.

③就職 ･地域

就職に際して指摘される部分については,上述の実習園からの指摘と重複する部分が多
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いが,ピアノが十分ではないとの指摘があった.ピアノの科目である ｢器楽｣については,

17年度カリキュラムにおいても ｢器楽 Ⅰ｣ ～ ｢同Ⅳ｣まで,各学期に設定してある.｢器

楽 Ⅰ｣は卒業と幼稚園免許 ･保育士資格必修,｢同Ⅱ｣は幼稚園免許必修であり,事実上の

卒業必修科目となっている.しかし,｢同Ⅲ｣｢同Ⅳ｣については選択科目となっており,

器楽に苦手意識を持つ学生ほど履修を避ける状態になっている.そこで,2年生後期まで

できるだけ履修するようにアナウンスすることとした.また,｢同Ⅰ｣｢同Ⅱ｣｢同Ⅲ｣を不

可,失格となった学生が,次の学期で当該科目が開講していないため履修できない状況に

あった.そこで,1年前期を除く各学期に再履修者用として開講することとした.

④学生

学生からは,就職試験-の対応を行って欲しいとの要望が寄せられた.これは,特に公

務員試験に対する要望であり,具体的には苦手意識の高い数学-の対応を行って欲しいと

いう要望である.また,数の基礎的な学びについては学生自身も学んできた道であるが,

既に忘れてしまっている学生も多い.さらには社会人として理論的に物事を考えるには数

学の理論的な考え方が役に立つ.そこで,基礎的な学びを行 うために ｢数学の基礎｣を設

定することとした.設定時期については変則的ではあるが,15回の講義のうち,約半数回

を 1年次の3月に集中講義とし,残りを4月～6月の土曜日に設定することとした.この

設定については,①6月に公務員一次試験を行 う地域があり,その時期までに学びを終わ

らせたい.②試験直前までの継続的な学びが必要不可欠であるが,実習準備等で授業以外

では継続的な学習を行 うことが難 しいとの声がある.③保育実習 Ⅰ (保育所)を終えた 3

月から進路を具体的に考える.④3月は時間的な余裕があることで自宅学習がしやすい.

これらの状況から,変則的な3月～6月までの開講の科目とした.また,14･15回目は5

-6月となるため教育実習中の学生もいる.そこで,14･15回目の授業を2回行 うことと

し,その間隔を2週間以上空けることで実習により欠席することが無いよう配慮すること

とした.

6)保育者養成制度

厚生労働省の保育土養成課程の動向,文部科学省の教職課程の動向については,保育所

保育指針,幼稚園教育要領の改定等も近いとの話があるが,具体的な情報については入っ

ていない.児童福祉行政 ･保育士養成の運用状況については関東信越厚生局の連絡会議,

保育士養成協議会の会議等で情報収集をおこなった.

｢保育実習｣については多くの養成施設で保育所に対する事前事後指導,施設に対する

事前事後指導を行ってお.り,事実上 6単位の授業時間数で開講していること.また,｢同
Ⅱ｣｢同Ⅲ｣についても事前事後指導のコマを設けている養成施設が多く,こちらは単位外
のかたちで行っているとの話があった.本学においても同様のかたちで事前事後指導を行

っているが,学則にないコマの設定であり,事前事後指導の授業の出席に関しての説明が

できないことから,事前事後指導についても授業化単位化することとした.これについて

は,関東信越厚生局より問題ないとの指導を受けた.また,｢保育実習｣の開講については,
本学卒業後に科目等履修生となる学生もいるが,5単位科目のため,仮に保育所での 2単

位分の実習を行っていても,卒業時には記録上は単位が記されない.科目等履修生となっ
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たばあいに再度,保育所での実習が必要となってしまう.そこで,資格申請時には ｢保育

実習｣としつつも,教科目名と単位数を分割し,行った実習を明確にすることとした.こ

れについても,関東信越厚生局より問題ないとの指導を受けた.

⑥その他

実際の科目開講について運用に際する問題点や時間割作成時の留意点をあげ,教育効果

が向上するよう検討を行った.1年次後期に新設科目の選択科 目が集中しているが,｢くら
しとマナー｣,｢保育教材と指導計画の研究｣｢日本語の基礎｣が時間割上で重ならないよう
に配慮するようにした.

｢ライティングサポー ト｣を授業時間内に設けることとした.これは,レポー トなどの

課題,お礼状などの手紙,履歴書など,学生が書いたものに関して指導を行 うもので,描

導して欲しい学生が当該時間に教員を訪問し指導を受けるものである.これを2年生前 ･

後期に設定することとした.

｢特別活動の時間｣は授業の補講のほか,実習一斉指導,自治会活動などに用いること

を目的とした時間である.ボランティアなどを行っている学生も多く,授業の空き時間に

呼び出しや補講を行っても,すでに予定が入っている学生も多い.また,自治会,学祭係

りの呼び出しも短い昼休憩に呼び出されることが多いため,学生の不満があった.そのた

め,各学年に ｢特別活動の時間｣を設け,この時間には予定を入れないように指導を行い,

呼び出し,補講を確実に行えるようにした.

｢卒研の時間｣は 2年生の ｢卒業研究ゼミナール｣の前のコマに設定した.｢就職活動

や実習のため卒業研究のための時間がない｣｢図書館開館時間に授業の空き時間がない｣と
の声が学生からあがった.そのため,2年生の ｢卒業研究ゼミナール｣の前のコマを ｢卒

研の時間｣とし,自ら卒業研究を行う時間とした.

｢自学の時間｣は 1年生の ｢基礎ゼミ｣(前期),｢総合演習｣(後期)の後のコマに設定
した.これは,2年生の ｢卒研の時間｣同様,図書館開館時間に時間を設け,図書館や実

習指導室などの資料を活用し,自ら学ぶ保育者の基礎を作って欲しいとの願いから設けた

ものである.

また,土曜日の補講は,訪問介護員関連科目を開講しているため,当該科目を履修して

いる学生は補講に出席できない.そこで5隈の後に6隈を設けて主に補講を行 う時間とし

た.他大学で行われている授業の空き時間の補講については,｢収拾がつかない｣｢学生が
混乱し,必要な教材を持ってこない｣などの声を踏まえ,幼児教育学科では行わないこと

とした.

これらの検討を踏まえ,学期と実習のおよび主要科目の配置を図表 1のようにまとめた.

4 17年度カリキュラムと19年度カリキュラムの対照

以下に ｢別表第 1 教育課程および卒業に要する最低取得単位数｣,｢別表第 3 保育士

資格科目｣を示す.
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図表1 19年度入学生カリキュラムの科目と実習関係科目の開講時期の案

入学 .1年前期 学期 2年前期 後期 卒業

段階 保育者の基礎(保育観 .子ども観) 基礎の積み重ね 基礎力の上に応用力を身につける 基礎力と応用力をもつ

基礎となる科目を配置 専門科目を積み重ねる 関心や興味,将来に応じて専門科目を選択させる 知識の統合を促す

莱習辛前描導器楽国語力向上敬を 養高 とめ 専 l教育実習Ⅰ l 保育実習Ⅰ(保育所)l L教育実習ⅡlL保育実習芋 I●●●l一

保育実習 Ⅰ (保育所)事前指導 保育実習Ⅱ事前指導

l 基礎ゼミ ける 教育実習Ⅱ事前指導器楽を常に学び,徹底的に身に

器楽Ⅲ器楽Ⅱ (再履修)-.新設 器楽ⅠⅤ器楽Ⅲ (再履修)-新設器楽Ⅱ

器楽Ⅰ 器楽Ⅰ (再履修)-新設- 器楽Ⅰ (再履修) 器楽Ⅱ (再履修)

すべての学期に書くことにこだわllる科目を配置l I●●l
】保育者とことば-新設文学作品を読む国語 日本語の基礎-.新設 幼児教育と記録...新設

I Ill
くらしとマナー-新設 -.保育教材と指導計画の研究.-新設 保育と子育て支援 こ.ころと学び-新設

現代女性と倫理
る 門性 数学の基礎-新設 (数学の基礎) 子どもと生涯学習-名称変更



学則新旧対照表
別表第1教育課程および卒業に要する最低取得単位数

イ 幼児教育学科

旧 節

授業科目 単位数､､T 備 考 授業科 目 単il必修立数選択 備考

敬養料目 Ⅰ現 代 女 性 と 倫 理生 活 の 中 の 哲 学 2 2 左記Ⅰ. 敬 Ⅰ現 代 女 性 と 倫 理生 活 の 中 の 哲 学 2 2.新設

文 学 作 品 を 読 む 2 文 学 作 品 を 読 む且 杢 蓋 の 基 22

く ら し と 歴 史 2 く ら し と 歴 史 2 左記Ⅰ.Ⅱ.Ⅲの3分野の科目から現

Ⅱ日 本 国 憲 法 2 Ⅱ 日 本 国 憲 法 2

生 活 と 経 済人 間 形 成 -請 22 Ⅱ.Ⅲの3 生 活 -.と 経 済 2 _代女性と倫

分野の選択科目か 三 三 五 と 豊 呈 新設 芳許 諾

ら6単位選択必修 く ら と と ヱ 土 - 呈 新設 以上､合計廃止 で6単位以

異文化理解とコミュニケーション 2 秦料目 異文化理解とコミュニケーション 2 上を選択必修新設名称変

Ⅲ人 間 と 自 然 環 境生 命 の 科 学 22 Ⅲ 人 間 と 自 然 環 境盤 豊 一旦 基生 命 の 科 学 2呈2

暮 らしの 中 のコンピュー タ 2 iら上里 皇 92三と 宣三二 2

英 会 話 Ⅰ 1 Z三言亡4科目から2単 Ⅳ 英 会 話 Ⅰ 1 辛

英 会 話 Ⅲ 1 位選択必 英 会 話 Ⅱ 1

ド イ ツ 語 Ⅰ 1 倭(それぞれ Ⅰ,Ⅱとす､屠修一 ド イ ツ 語 ■ Ⅰ 1ド イ ツ 語 Ⅱ 1 ド イ ツ 語 Ⅲ 1

生 涯 ス ポ ー ツ 実 技 1 生 涯 ス ポ ー ツ 実 技 1

卒 業 に 要 す る 単 位 数 4 8 卒業に要する単位数 4 8

二器 薬 -II 器 楽 Ⅱ

器 楽 .Ⅲ 1 器 楽 Ⅲ 1

二器 楽 Ⅳ 1 器 楽 Ⅳ 1

ピ ア ノ 表 現 .I 1 ピ ア ノ. 表 現 Ⅰ 1

ピ ア ノ 表 現 Ⅱ 11 ピ ア ノ 表 現 Ⅲ 11

.声 楽 Ⅰ 声 楽 l

声 楽 Ⅱ 声 ..楽 g

声 楽 表 現 Ⅰ 1 声 楽 表 現 Ⅰ 1

料目 音 楽 理 論 112 料 音 楽 理 論 112

図 画 工 作 目 図 画 工 作

図 画 工 作 .演 .管 図 画 工 作 演 習

幼 児 の 体 育 幼 児 の 体 育

国 語 国 語

教 育 原 理 教 育 原 理

幼 児 教 育 の .源 流 幼 児 教 育 の 源 流血 盟 盈 宜 と 塁
塩 重 畳 と こ と i 新設

発 達 心 理 .学 21 2 発 達 L .心 理 学 2.1 2

児 童 心 理 二学 児 童 心 理 ■ 学

障 害 児 塀 .育 1 障 害 . 児 保 育 1

教 育 冨果 程 の 研 :究 1 教 育 課 程 の 研 究 1

人 間 関 係 の 指 導 :汰 1 人 間 関 係 の 指 導 法 .1
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専 こ と ば の 指 導 法 1 2 専 こ と ば の 指 導 法 1 22 新設廃止

音 楽 表 現 指 導 法 1 音 楽 表 現 指 導 法 1

身 体 表 現 指 導 法 1 身 体 表 現 指 導 法 1

造 形 表 現 指 導 法幼 児 教 育 指 導 法 122■ 造 形 表 現 指 導 法塩宜数社と塩豊監査92丑幼 児 教 育 指 導 法 122

幼 児 理 解 と教 育 相 談 幼 児 理 解 と 教 育 相 談

総 合 演 習 2 総 合 演 習 2

教 育 実 習 5 教 育 実 習 5

門 児 童 福 ネ 2 門 児 童 . 福 祉 2
料目 家 族 援 助 論 料目 家 族 援 助 論
保 育 と 子 育 て 支 援 1 保 育 と 子 育 て 支 援 1

社 会 福 祉 2 社 会 福 祉 2

社 会 福 祉 援 助 技 術 l 1 .社 会 福 祉 援 助 技 術 Ⅰ 1

社 会 福 祉 援 助 技 緬つII 1 社 会 福 祉 援 助 技 術 Ⅱ 1

老 人 福 祉 2 老 人 福 祉 2

障 害 者 福 祉 2 悼 . 害 者 福 祉 2

地 域 福 .祉 2 地 域 福 祉 2

介 護 概 論 2 介 護 概 論 2

介 護 演 習 Ⅰ 1 介 護 演 習 Ⅰ 1

介 護 演 習 Ⅲボ ラ ン テ ィ ア 概 論保 育 原 ~理 Ⅰ 222 介 護 演 習 Ⅱ保 育 原 理 Ⅰ 22

保 育 原 理 Ⅱ 2 保 育 原 理 Ⅱ 2

養 護 原 理 2 養 護 原 理 2

養 護 内 容 1 養 護 内 容 1

乳 児 保 育 Ⅰ 1 乳 児 保 育 Ⅰ 1

乳 児 保 育 Ⅱ 1 乳 児 保 育 Ⅱ 1

早門 保 育 実 習保 育 実 習 Ⅱ保 育 実 習 Ⅲ乳 幼 児 心 理 学 5222 専 塩 宝 玉 呈 上~i鑑査藍色 重 宝 呈 上 i施 設鑑査玉里⊥i鎧王政L圭五重後足底宜玉里⊥i塩盈1圭血量後足､保 育 実 習 Ⅱ鑑査玉里且圭並圭後足､保 育 実 習 Ⅲ鑑査玉里旦茎包茎後足､乳 幼 児 心 理 学 呈呈⊥⊥2⊥2土2 辛新設新設科目名変更

教 育 心 理 学 2 教 育 心 理 学 2

小 児 保 健 Ⅱ 2 小 児 保 健 Ⅱ 2

小 児 保 健 Ⅲ 1 小 児 保 健 Ⅲ 1

精 神 保 健 2 精 .神 保 健 2

小 児 栄 養 Ⅰ 1 小 児 栄 養 Ⅰ 1

児 童 文 化 1 児 童 文 化 1

児 童 文 化 演 習 1 児 童 文 化 演 習 1

子 ど も と メ デ ィ ア 2 門 王 と iiと 生 濫 豊 2

料目 レ クリエ ー シ ョン 概 論 2 料目 レ ク リエ ー シ ョン 概 論 2
レ クリエ ー シ ョン 実 技 1 レ ク リエ ー シ ョン 実 技 1

野 外 活 動 1 野 外 活 動 1

コミュニ テ ィ.ス ポ ー ツ 1 コ ミュ ニ テ ィ .ス ポ ー ツ 1

ニ ュ ー ス ポ ー ツ 1 ニ ュ ー ス ポ ー ツ 1

情 報 処 理 Ⅰ 1 情 報 処 理 Ⅰ 1

情 報 処 理 Ⅱ 1 情 報 処 理 Ⅱ 1

情 報 処 理 演 習 1 情 報 処 理 演 習 1

和 声 法 2 和 声 法 2
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楽 典 1 2 楽 典 1 2 廃ヰ廃止

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ 1 ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ 1

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅱ音 楽 教 育 指 導 法 Ⅰ音 楽 教 育 指 導 法 Ⅱ基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 111 ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅱ基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 1

卒 業 研 究 ゼ ミナ ー ル Ⅰ1 卒 業 研 究 ゼ ミナ ー ル Ⅰ 1

卒 業 研 究 ゼ ミナ ー ル Ⅱ 1 卒 業 研 究 ゼ ミナ ー ル Ⅲ 1

卒 業 に 要 す る 単 位 数 2327 卒 業 に 要 す る 単 位 数 23 27

※卒業に要する単位数 誠 卒業に要する単位数

教養科目 12単位 教養科目 12単位

専門科目 50単位 専門科目 50単位

合 計 62単位 合 計 62単位
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別表第3保育士資格科目

旧 節

学問領域 授業形態 単位数 備考 ■ 学問領域 捜業形態 単位数 備考系列 教科 目 必修 i汝,V.′庸 系列 教科日 必修 主盟択,以催

戟義料目 I現 代 女 性 と 倫 理生 活 の 中 の 哲 学文 学 作 品 を 読 むく ら し と 歴 史 講義講義講義講義 2222 左記3分 教義料目 I現 代 女 性 と 倫 理生 活 の 中 の 哲 学文 学 作 品 を 改 む且 塞 王皇 旦 玉 造く ら し と 歴 史 講義講義講義講義講義 22222 新設 左記Ⅰ.Ⅱ.Ⅲの3分野の選

Ⅲ日 本 国 悪 法生 活 と 経 済人 間 形 成 論異文化理解とコミュニケーション講義講義講義講義 2222 Ⅱ日 本 .国 憲 法生 活 と 経 済 講義講義 22

野から8単位;喜択必倭 こ こ ろ と 豊 LE講義 之 新設 巴等 竃 諾 豊 艶新設 必修

く ら ii と ヱ 土 ニ 講義 之2

異文化理解とコミュニケーション講義 廃止新設名称変Ⅲ 人 間 と 自 然 環 境生 命 の 科 学暮らしの中のコンピュータ 講義講義講義 222 ⅠⅡ人 間 と 自 然 環 境盗 塁 全 量 造生 命 の 科 学くらし些生色三とビ三二乏講義講義講義講義 2222

Ⅳ 英 会 _ 話 Ⅰ演習 1 左記4科 Ⅳ 英 会 話 Ⅰ演習 1 左記4科目から2単位選択必倭(｢英会話｣または｢ドイツ
英 会 話 Ⅱ 演習 1 目から2単位選択必 英 会 話 Ⅱ演習 1

ド イ ツ 言古 Ⅰ演習 1 修(それぞれⅠ.Ⅱと ド イ ツ 陪 Ⅰ演習 1 語｣を遇択し,それぞれ Ⅰ.Ⅱとも履修)
ド イ ツ 括 Ⅱ 演習 1 も履修) ド イ ツ 陪 Ⅱ 演習 1

体育 体 育 理 絵生 涯 ス ポ ー ツ 実 技 講義実技 11 体育 体 育 理 論生 任 ス ポ ー ツ 実 技 講義実技 11

/ト 計 2 10 小計 2 10

蔓董 社 会 福 祉社 会 福 祉 援 助 技 術 1社 会 福 祉 援 助 技 術 Ⅱ児 童 福 祉保 育 原 理 l保 育 原 理 Ⅱ養 護 原 理 講義演習演習講義講義講義講義講義講義講義講義 2112222 222 !重 社 会 福 祉社 会 福 祉 援 助 技 術 1社 会 福 祉 援 助 技 術 Ⅱ児 童 福 祉保 育 原 理 Ⅰ保 育 原 理 Ⅱ養 護 原 理 講義演習演習講義講義講義講義 2112222 222 ｢保育内容.方法の理月引こ関する科目J-r保育の対象の理解に関する科目1-r保育士資格科目Jに加える科目名変更.｢保育土資格科目｣に加える塞 教 育 原 理地 域 福 祉障 害 者 福 祉保 L 育 着 論 2 辱 教 育 原 理保 育 者 論払 且 教 皇 生 温 鑑三 と も と 生 温 豊 里 講義講義講義講義 2

保 発 達 心 理 学教 p育 心 理 学小 児 保 健 Ⅰ小 児 保 健 Ⅱ 講義講義講義講義演習演習演習講義講義 2222 222 煤 発 達 心 理 学教 育 心 理 学′ト 児 保 健 Ⅰ小 児 保 健 Ⅱ講義講義講義講義実習 2222 222之

育 小 児 保 健 Ⅲ 1 育 小 児 保 健 Ⅲ 1

関のす対 小 児 栄 養 Ⅰ 1 関のす対 小 児 栄 養 Ⅰ演習 1

る象 小 児 栄 養 Ⅱ 1 る魚 ′ト 児 栄 養 II演習 1

科の目理 精 神 保 健 2 科の日理 精 神 保 健 講義 2

解 家 族 援 助 姶 2 解 家 族 援 助 論 講義 2

に 乳 幼 児 心 理 学児 童 心 理 学幼 児 理 解 と教 育 相 談 講義講義講義 に 乳 幼 児 心 理 学児 童 心 理 学幼 児 理 解 と 教 育 相 淡度 量 畳 足 並 講義講義講義講義

保育 保 育 内 容 総 論健 康 の 指 導 法人 間 関 係 の 指 等 泣顔 境 の 指 導 法こ と ば の 指 導 法造 形 表 現 指 導 法 演習演習演習演習演習演習 111111 1 煤育 保 育 内 容 総 冶健 康 の 指 導 法人 間 関 係 の 指 導 泣環 境 の 指 導 法こ と ば の 指 導 法造 形 表 現 指 導 法 演習演習演習演習演習演習 111111 1

内 乳 児 保 育 Ⅰ演習 1 内 乳 児 保 育 Ⅰ演習 1

餐 乳 児 保 育 Ⅱ 演習 1 餐 乳 児 保 育 Ⅱ 演習 1

方汰 障 害 児 保 育 演習演習演習 1 方汰 障 害 児 保 育 演習 1

の 養 護 内 容 1 の 養 護 内 容 演習 1
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′つTに 身 体 表 現 指 導 法 演習 1 に 身 体 表 現 指 導 法 演習 1

関す 児 童 文 . 化 演習 1 関す 児 童 文 化 演習 1

る料目_-表 現 活 動 の 研 究 演習 pl る料目 児 童 文 化 遮 里底 宜 と 三 五 エ 三 豊鑑真塵丑と塩旦丑藍色盈宜勉 且 .盈 畳 と 丑 塵鑑 査 畳 と こ と ば盟 塩 塩 祉 演習演習講義講義講義活義 1111.l2 廃止｢保育土資格科目｣に加える｢保育士資格科目｣に加える新設新設新設

基礎技 器 楽 Ⅰ声 楽 Ⅰ図 画 工 作幼 児 の 体 育情 _報 処 理 Ⅰ器 楽 Ⅱ演習演習演習演習演習演習 11111 1 基礎衣 器 楽 Ⅰ声 楽 Ⅰ図 画 工 作幼 児 の 休 育器 楽 Ⅱ 演習演習涙習演習演習 1111 1 基礎技能からはずす
器 轟 Ⅲ 演習 1 器 楽 Ⅲ 演習 1

能 器 楽 Ⅳ 演習 1 能 器 楽 Ⅳ 演習 1

声 楽 Ⅱ 演習 1 声 楽 Ⅱ 演義 1

音 楽 理 輪 ** 1 音 楽 理 姶 講義 1

図 画 工 作 Ⅱ 演習 1 図 画 工 作 演 習 演習 _1

レクリエ ー シ ョン 実 技 実技 1 レ クリエ ー シ ョン 実 技 実技 lL

保育 保 育 実 習保 育 実 習 - Ⅲ保 育 実 習 Ⅲ 実習実習実習 5 22 2単位以上選択必修 ･保 .育 鑑 査 玉 里⊥i塩 孟 塵1鹿 茸 玉 里 ⊥i血盟1実習実習 22 2 .r保育実習｣を分割し科目名変更 保育所 施設それぞれ

実管 招き暮t I主暮 実習実習 11 le,新設 の事前事後指導を設定.新設

実管 保育 保 育 実 習 Ⅲ 実習 r保育実習ⅡJと｢同.事前事

実習Ⅱ 塩宜玉里且玉血圭後足登 実習 1 細 謂 誓 言芸 吉富欝 等
保育 保 育 実 習 Ⅲ 実習 2 れかを3単位履修し選択必修

実習Ⅲ 鑑査玉里旦鼻血圭後塵豊 実習 1 新設 .とする.

柊 てぎiA申 総 合 演 習 演習 2 合済 総 合 済 習 演習 2

､＼
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5 19年度カリキュラムの運用

19年度カリキュラムの初年度にあたる19年度入学生には,入学前の指導として ｢プレ

オリエンテーション｣を3日間にわたって行った.入学後にはオリエンテーションを行 う

が,履修登録や身体検査などで時間がとられ,慌ただしく授業開始を迎えている.そのた

め,例年,高校までの学習とのギャップに戸惑 う学生の姿や,勉強のしかたが分からない

という相談がある.プレオリエンテーションにおいては,大学での学び,レポー トの書き

方,勉強の仕方,器楽のレベル分けを行い,入学直後のオリエンテーションの時間を有効

なものにすると同時に,19年度カリキュラムでの学びを確実なものにする意図があった.

本学幼児教育学科は2年の養成期間であり,スケジュールが非常にタイ トである.その

ため,以前よりAO入試を実施しようとの動きがあった.これは,単に学生の関心や意欲

をはかるだけではなく,模擬授業や面談を通して,2年半のおつきあいを行いたいと考え

ていたからである.高校 3年生の後半は,高校に在学しながら短大でも保育に触れる機会

を設け,日常生活の中で保育や子どもについて考え,卒業後には自ら進んで学ぶ保育者に

成長して欲しいと願っているからである.AO入試については青田買い,数あわせといっ

た批判も聞くが,本学においては違う視点からAO入試の導入を考えている.

そのような意味では,｢プレオリエンテーション｣も合格後のできるだけ早い時期に,複
数回行いたいと考えたが,19年度入学生については難しいと判断し,入学直前の 3日間の

｢プレオリエンテーション｣とした.なお,これに関しては学内から否定的な声もあった

が,実施後,19年度入学生や保護者から肯定的な意見が数多く聞かれた.また,プレオリ

エンテーションを手伝ってくれた 18年度入学生たちから ｢私たちにもやって欲しかった｣

という声があがった.これらにより,入学直後のギャップをより少なくする面においては

一定の評価が得られたと確信した.

6 20年度学則改定

カリキュラム改定のない 19年度においては,カリキュラム以外の学則改定作業をおこ

なうこととなった.担当は小川史専任講師,塚原琢馬専任講師,筆者の3人であった.

改定に際しては,関東信越厚生局の連絡会議や保育士養成協議会からの情報収集を行い,

間違いのないように行った･一方で,本学は学校教育法第 1条.に示された ｢学校｣である

が,厚生労働省にとっては保育士を養成するための ｢施設｣である.そのため,学生は ｢利

用者｣であり,学生が行 う入学手続きは,利用者が施設と行 う ｢契約｣との位置づけにな

る.学則には ｢契約｣に必要な情報が明記されていなければならないというのが,厚生労

働省の考え方である.

学則改定には,社会福祉運営の原理 ･原則を当てはめることとした.社会福祉の運営

と原則について古川 (9)は次のように整理している.

運営の原理

(1)有効性

(2)権利性

(3)普遍性

(4)公平性

(5)総合性

-13-



運営の原則

(1)接近性

(2)選択制

(3)効率性

(4)透明性

(5)説明責任性

これら原理 ･原則が学則に活かされ,契約時や入学後に十分な情報が ｢利用者｣に示さ

れるよう考慮した.その例として,手数料が発生する各種証明書については接近性や透明

性を確保するために以下の記述とした.

第 39条2 証明書の種類及び交付手数料については別に定め,学生便覧及び交付窓

口に交付手数料を示し,申請時に徴収する.

本学幼児教育学科は ｢教員養成を主たる目的とする学科｣であるため,幼稚園教諭免許

状は卒業必修である.しかし教育実習 5単位は卒業必修科目ではない.

これについて,菱田 (10)は ｢卒業必修化は,学生及び附属幼稚園教員の心理的負担も

重く,2年次の 12月上旬まで附属幼稚園で教育実習する本学幼児教育学科にとってのデメ

リットを考慮して,その回避を模索することとなった.

その後,数回にわたる文部省との打ち合わせのなかで,幼稚園教諭免許状取得が卒業要

件であることを学生便覧に明記するとともに,科目履修ガイダンス等で徹底することで,

｢教育実習｣を卒業必修とはしないことの了承を得た｣と当時の状況を説明している.

原理 ･原則に加え,当時の状況を知る者も少なくなってきたことにより,学生便覧の改

訂等で卒業要件の明記が抜け落ちてしまうことなどの可能性も否定できないことから,今

回の学則改定にあっては以下の条文を入れた.

第30条2項 幼児教育学科の学生は原則として幼稚園教諭二種免許状を取得するこ

ととし,第 27条の規定によるほか,教育職員免許法(昭和 24年法律第

147号)別表第1および同施行規則(昭和 29年文部省令第 26号)第 5

条,第 6条および第 66条の6に基づく単位を履修しなければならない.

本学において履修すべき授業科 目及び単位数は別表第 2イのとおりで

ある.

同2号 幼児教育学科の学生が,疾病その他やむを得ない事情により別表第 2イ

に定めるところの単位を一部修得しないまま卒業しようとする場合には,

その理由を証明する書類を添えて申し出ることにより,教授会の議を経て,

学長が卒業を認めることがある.

これにより,｢教員養成を主たる目的とす'る学科｣として,保育士資格のみを取得して卒
業することがないよう歯止めを行った.
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7 おわりに

カリキュラム改定時には分からなかったのだが,平成 21年には新保育所保育指針,新

幼稚園教育要領が実施される.近い将来,これに対応するための教育課程の変更が行われ

る可能性がある.その際には,4年制の保育士養成課程や,あるいは社会福祉士等のよう

に大学では受験資格を得て,資格は国家試験により取得するかたちに変更されることも考

えられる.今の2年制短期大学ではカリキュラムが過密であり,授業を時間割に納めるだ

けでも精一杯である.今後,養成課程がどのように変更になるのか不透明であるが,国家

試験化が打ち出された場合,2年制短期大学の枠内で受験指導も行わなければならず,敬

員はもちろんのこと,学生にとっても負担は大きい.保育士養成はもちろんであるが,戟

が国の児童福祉行政全般の動きについても情報収集につとめ,より質の高い,地域貢献の

できる保育士養成が行えるよう,より良い養成を行 う検討を始めなければならない.
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